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山陽新幹線コンクリート構造物の実証的な維持管理の取り組み

1999年に発生した山陽新幹線コンクリート問題から得た

教訓をもとに、維持管理の抜本的見直しを行ってきた。

2013年には今後100年間健全な状態で供用し続けることを

目指した山陽新幹線維持管理シナリオを策定するとともに、

新たにPC桁の予防保全に着手するなど、コンクリート構造物

の実証的な維持管理に取り組んできている。

山陽新幹線の全高架橋情報のデータベース化や、コンク

リート構造物の劣化メカニズムに応じた補修工法を選定でき

るフローを策定したことにより、適切な工法及び材料等を用

いて、補修精度を大幅に向上させることを可能とした点を評

価された。

鉄道本部施設部および構造技術室は、鉄道構造物の

維持管理に関するルールの制定や技術開発に取り組ん

でいます。また、各部署が現場と密接に連携して、鉄

道構造物の検査、補修、補強工事等を実施し、新幹線

の安全・安定輸送を支えています。

コンクリート構造物の早期劣化が社会問題化した

山陽新幹線において、コンクリート構造物の健全性

確保に向けた実証的な取り組みを推進してきました。

これまでの関係者の努力に感謝するとともに、今後

ともインフラ長寿命化に真摯に取り組んでいきます。
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山陽新幹線コンクリート構造物の健全性の保持を目指し、

検査・補修の体系的な推進、新技術の開発導入による検査

精度や補修品質の向上、補修仕様を示した手引きの制定・

改定、これらを推進できる人材育成等に取り組んでいる。
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長期暴露試験等による補修材料の性能確認 現場確認試験による補修材料の性能確認
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ａ：全面断面修復工法
ｂ：脱塩･再アルカリ化工法，
電気防食工法

ｃ：再アルカリ化工法
ｄ：全面表面被覆工法
ｅ：部分断面修復工法

コンクリート構造物補修の手引き〔第六版〕

補修工法選定フロー


